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迫
野
虔
徳
先
生
は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
九
州
大
学
を
定

年
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
、
国
語
学
国
文
学
第
一
講
座

助
教
授
と
し
て
、
熊
本
大
学
文
学
部
よ
り
赴
任
さ
れ
て
以
来
、
二
十
六

年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
学
部
生
・
大
学
院
生
の
指
導
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
ご
自
身
の
研
究
に
邁
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
、

平
成
十
年
に
上
梓
さ
れ
た

『
文
献
方
言
史
研
究』

(

清
文
堂)

に
ま
と

め
ら
れ
、
同
書
が
第
十
七
回
新
村
出
賞
受
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
こ
と
は
、

皆
様
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

本
誌

｢

語
文
研
究｣

で
は
、
先
生
の
ご
退
任
を
記
念
し
て
、
こ
こ
に

｢

迫
野
虔
徳
教
授
退
任
記
念
号｣

を
編
み
、
先
生
の
御
学
恩
に
対
す
る

感
謝
の
微
意
を
表
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ご
退
職
を
記
念
す
る
出
版
物
と
し
て
は
、
す
で
に

｢

筑
紫
国
語
学
談

話
会｣

に
所
属
す
る
国
語
学
専
攻
者
に
よ
る

『

筑
紫
語
学
論
叢
Ⅱ
日

本
語
史
と
方
言』

(

風
間
書
房)

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
記
念
号

は
、
国
語
学
専
攻
者
に
限
ら
ず
広
く
会
員
諸
氏
の
ご
寄
稿
を
仰
ぎ
、
先

生
に
献
呈
す
る
も
の
で
す
。

時
あ
た
か
も
、
昭
和
二
十
六
年
創
刊
の
本
誌
は
通
巻
百
号
を
迎
え
ま

す
。
迫
野
先
生
は
昭
和
四
十
一
年
の
本
誌
第
二
十
二
号
に
、
卒
業
論
文

の
一
部
に
基
づ
く

｢

古
文
書
に
み
た
中
世
末
期
越
後
地
方
の
音
韻｣

と

題
す
る
最
初
の
論
文
を
掲
載
な
さ
り
、
以
後
も
折
々
本
誌
に
ご
寄
稿
下

さ
い
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
百
号
が
迫
野
先
生
の
退
任
記
念
号
と
重
な

る
の
も
、
た
ん
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
因
縁
を
感
じ
ま
す
。

本
号
に
は
併
せ
て
通
算
百
号
の
目
次
総
覧
を
付
載
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
迫
野
先
生
の
末
永
き
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
に
変
わ
ら
ず
国
語
学
国
文
学
研
究
室
に
対
す
る
御
教

示
、
御
支
援
を
賜
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

今
西
記)

《
規

定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し
て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
る
が
、
そ

れ
以
外
の
方
に
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
内
外
を
一
応
の
規
定
と
し
、

そ
の
際
、
二
枚
程
度
の
要
旨
を
添
付
さ
れ
た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
い
。

四
、
刊
行
は
年
二
回
を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額
維
持
会
員
四
千
円

(

各
号
二
部
配
布)

、

通
常
会
員
二
千
円

(

各
号
一
部
配
布)

と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
刷
を
実
費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。

編
集
後
記


